
 

 

 

 

                           

北陸管内初！サーキュラーエコノミーポート選定証手交式を開催 

国土交通省港湾局では、令和 8年 8月 27日、循環経済（サーキュラーエコノミ

ー）の実現に向け、循環資源に関する物流ネットワークの拠点の形成や高度なリサ

イクル技術を有する産業の集積に取り組む港湾を｢循環経済拠点港湾（サーキュラー

エコノミーポート）｣として 29港選定しました。北陸地方整備局管内では姫川港

（新潟県）伏木富山港（富山県）が選定されました。 

 この度、下記のとおり選定証手交式を開催します。 

※サーキュラーエコノミーポートの概要については別紙１を参照ください。 

※各港の概要については別紙２を参照ください。 

 

１．概要 

 

●姫川港サーキュラーエコノミーポート選定証手交式 

日 時：令和 8 年 10 月 26 日（月）14：00～（15 分程度） 

会 場：新潟県庁 議会庁舎第三会議室（新潟市中央区新光町 4-1） 

 

 

●伏木富山港サーキュラーエコノミーポート選定証手交式 

日 時：令和 8 年 10 月 28 日（水）15：00～（15 分程度） 

会 場：富山県庁 防災危機管理センター２階中会議室 

（富山県富山市新総曲輪１－７） 

 

２．取材 

  取材を希望される方は、別紙３、４を参照いただき、必要事項を記入の上、メールに

て、10月 23日(金)15時までにお申し込み下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配 布 日 時 

令和 8 年 10 月 20 日 

 

【同時発表記者クラブ】 

新潟県政記者クラブ 富山県政記者クラブ 

新県政記者クラブ  専門紙 

【問い合わせ先】 

国土交通省 北陸地方整備局 港湾空港部 

クルーズ振興・港湾物流企画室長 水内 

課長補佐 桜井 

TEL 025-370-6706 

 

北陸地方整備局 

記者発表 

 

 



別紙１  

 

「循環経済拠点港湾（サーキュラーエコノミーポート）」の概要 

 

１．サーキュラーエコノミーポート  

サーキュラーエコノミーとは、資源や製品の価値を維持、回復又は付加することで、循環的に利

用する経済システムであり、製品等の長寿命化、再利用、リサイクル等の取組を循環資源の需

給両面から促進し、天然資源利用や廃棄物排出を減少させる経済システムです。  

サーキュラーエコノミーポートは、循環資源の流動・種類の増大、小口の循環資源の輸送ニーズ

への対応、周辺環境や他の貨物への影響を防止するための対策など、サーキュラーエコノミーを

巡る様々な社会的要請に取り組む港湾であり、港湾管理者、リサイクル関連企業、物流事業者、

関係省庁など、多様な主体と共に連携しながら、サーキュラーエコノミーの実現を目指すもので

す。  

 

 

２．選定結果の概要  

今般、提出があった選定申請書について審査を行った結果、いずれの港湾についても、サーキ

ュラーエコノミーに係る港湾貨物の取扱、高度な分別収集・再資源化施設の立地、小口・多種多

様な循環資源の輸送、貨物取扱環境の整備、港湾間の連携等による輸送効率化やサーキュラ

ーエコノミーへの貢献についての実績や計画が認められ、選定要件を満たしていることを確認し

ました。そのため、申請のあった全 29 港を、サーキュラーエコノミーポートに選定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３．選定港概要 

サーキュラーエコノミーポートの選定は初の取組であり、その位置図は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

港湾局では、循環資源を効率的に取り扱うために、港湾管理者等による港湾での循環資源の 

蔵置、保管等を行う循環資源取扱支援施設の整備に対する支援を行っております。 

また、環境省環境再生・資源循環局では、「再生材供給サプライチェーン構築支援事業」にお 

いて、港湾管理者等による港湾での循環資源の荷役設備等の整備を支援する予定であり、特に 

サーキュラーエコノミーポート選定港での整備については、支援対象の審査にあたり加点措置 

が講じられる予定です。（※詳細は今後の環境省の報道発表をご確認ください。)



地方港湾 姫川港
サーキュラーエコノミーポート

選定申請 新潟県

■位置図（港湾計画図）

２．申請港のサーキュラーエコノミーへの取組や貢献１．申請港概要

姫川港後背地に立地するリサイクル関連企業

○ 姫川港では、セメント産業を中心に年間約50万トンの循環資源を受入れており、
港湾を核とした静脈物流システムの安定的な構築に寄与する役割を担っています。

○ 姫川港では、循環資源の受入れ・保管に伴う粉塵の飛散防止対策として防塵
柵を設置しており、周辺環境や他の港湾利用への影響の低減に配慮した港湾運
営を行っています。

○☆ 姫川港背後には、廃棄物をセメント製造の原燃料として有効活用する技術を
有し、広域的な受入を行うセメント工場の立地をはじめ、更生タイヤ工場、バイオ
マス発電所、一般ごみの処理施設等が立地しています。更に、糸魚川市では港
湾とセメント工場の立地特性をセールスポイントとしてリサイクル関連企業の誘致を
積極的に進めることとしています。
また、令和6年能登半島地震で発生した災害廃棄物については、海上輸送によ

る広域処理を受け入れ、背後立地企業と連携して円滑な処理および資源の有
効活用に取り組んできました。

これらの実績を踏まえ、今後も災害時における迅速かつ安定的な対応を可能と
するため、災害廃棄物の広域処理体制の整備と計画的な運用を進め、循環型
社会の形成とサーキュラーエコノミーの推進に取り組みます。

３．その他

国土地理院地図より

新潟県
姫川港

○ 港湾管理者 新潟県
○ 担当部署 新潟県交通政策局

港湾整備課計画調査係
○ 地元自治体 糸魚川市
○ 姫川港は県の南西部に位置し、一級河

川である姫川の河口右岸側に築かれた掘
り込み式港湾である。
周辺地域では、推定埋蔵量50億トンに

及ぶ石灰石が産出されており、これを背景
に化学工業やセメント産業とともに発展して
きた。平成15年には、セメント産業に関連
して循環資源を積極的に取り扱ってきたこ
とが評価され、リサイクルポートの指定を受
けた。
令和3年には西ふ頭において12,000トン

級の岸壁が完成し、港湾機能の一層の強
化と利便性の向上が図られている。

○：実績
☆：計画

① 明星セメント㈱ 糸魚川工場
② サミットメント明星パワー㈱ バイオマス発電プラント
③ 明星セメント㈱ バイオマス燃料化プラント
④ 太平洋セメント㈱ 糸魚川発電所

⑤ デンカ㈱田海工場
⑥ 糸魚川市清掃センター

ゴミ処理施設
⑦ トーヨーリトレッド（株）

更生タイヤ生産工場

姫川港

↓糸魚川駅

姫川企業団地MACH
パイプコンベア

①
②③④

⑤

⑥
⑦

北陸自動車道
糸魚川IC

CBC
ケーブルコンベア

糸魚川市街

姫川河口

北陸新幹線

公共用地
循環資源取扱支援施設
石炭灰保管施設
平成20年度整備

保管施設（石炭灰サイロ）

別紙２



国際拠点港湾 伏木富山港
サーキュラーエコノミーポート

選定申請 富山県

■位置図（港湾計画図）

２．申請港のサーキュラーエコノミーへの取組や貢献１．申請港概要

○循環資源である金属くずや再利用資材などの取扱いがあり、令和６年の金属くずの取
扱貨物量は約18万トンです。また、コンテナ貨物による小口輸送ニーズに対応するととも
に、コンテナ貨物及びバルク貨物の双方に対応した港湾機能を活かし、多種多様な循環
資源の円滑な受け入れにも対応しています。

○金属くず等から油を含む汚水が発生する可能性があることから、油水分離槽を設置して
います。

○「災害廃棄物中部ブロック広域連携計画」等により、災害廃棄物の広域処理体制が整
備されています。

○☆富山地区には、金属類やプラスチック類などを回収する自動車リサイクル施設などが隣
接して立地しており、伏木地区や新湊地区においても、大型車両リサイクル施設やアルミ
をはじめとした非鉄金属リサイクル施設、太陽光パネルリサイクル施設などのリサイクル関連
施設が立地しています。さらに、「富山県企業誘致戦略」において、資源循環産業を含む
グリーン分野を重点分野と位置付け、企業誘致を強化しているほか、「富山県サーキュ
ラーエコノミー推進ロードマップ」を策定しており、県を挙げてサーキュラーエコノミーへの移行
に積極的に取り組んでいきます。また、港湾においては、循環資源の船舶での受入れ、搬
出の拡大を目指しています。

３．その他

国土地理院地図より

富山県
伏木富山港

○ 港湾管理者 富山県
○ 担当部署 富山県土木部港湾課
○ 地元自治体 富山市、高岡市、射水市
○ 伏木富山港は、日本海沿岸のほぼ中央部

に位置し、富山の中心都市圏である富山高
岡広域都市圏を背後に擁する港湾であり、
富山県を中心に北陸地方の物流拠点として、
きわめて重要な役割を担っている。
伏木富山港は、伏木地区、新湊地区、富

山地区の3地区から構成され、水深10m以
上の大型岸壁を計18バース有し、定期航
路が6航路40便/月体制で運航されている。
新湊地区周辺には、本県の基幹産業であ

るアルミ関連の工場やリサイクル施設が立地
し、リサイクル材を再製品化した貨物を国内
外に輸移出する取組みが行われており、サー
キュラーエコノミーに資する港として貢献してい
る。

○：実績
☆：計画

伏木地区
新湊地区

富山地区

伏木地区 富山地区

大型車両リサイクル施設

自動車リサイクル施設

油水分離槽

油水分離槽

非鉄金属リサイクル施設

鉄スクラップリサイクル施設

アルミスクラップリサイクル施設

新湊地区

金属くず取扱 金属くず取扱金属くず取扱

太陽光パネルリサイクル施設



 

別紙３  

取 材 要 領 

 

1. 事前申し込みについて 

取材を希望される方は、次貢の「取材申込書」に必要事項を記入の上、以下メールア

ドレスあてにお申し込み下さい。 

 

（１）申込期日は 10 月 23 日（金）15時 00分です。 

・ 申込メールアドレス ： mailto:pa.hrr-kouwanbutsuryuu84★gxb.mlit.go.jp 

※ ｢★｣を｢@｣に置き換えて下さい。 

※ 申込期日に間に合わない場合は、取材ができない場合があります。 

 

（２）次貢の「取材申込書」に以下の事項を記載して下さい。 

※メールの場合は、本文に直接記載いただいてお申し込みいただいて構いません。 

・ 会社名及び部署名 

・ 取材者の役職・氏名（取材者全員の役職・氏名を記載願います。） 

・ 連絡先（電話番号、メールアドレス） 

・ 取材日（10/26、10/28両日または何れか） 

 

2. 取材時の留意事項について 

（１）注意事項 

・当日は、全体を通して傍聴可能です。 

  

mailto:pa.hrr-kouwanbutsuryuu84%E2%98%85gxb.mlit.go.jp


別紙４  

 

サーキュラーエコノミーポート選定証手交式 
 

取 材 申 込 書 
 

 

北陸地方整備局 港湾空港部 クルーズ振興・港湾物流企画室 あて 
 

申込みメールアドレス mailto:pa.hrr-kouwanbutsuryuu84★gxb.mlit.go.jp 
※｢★｣を｢@｣に置き換えて下さい。   

 

お名前 

 

 

 

ご所属（会社名） 

 

 

 

ご連絡先（電話番号） 

 

 

 

ご連絡先（メールアドレス）  

 

 

 

取材日  

 

10/26(姫川港のみ) ・ 10/28（伏木富山港のみ） ・ 両日 

 

 

mailto:pa.hrr-kouwanbutsuryuu84%E2%98%85gxb.mlit.go.jp
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